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薩摩国分寺 創建当時 伽藍 想定図

伽藍配置図
がらん  はいちず

さつまこくぶんじ　そうけんとうじ　がらん  そうていず

　天平 13 年（741）聖武天皇の詔に

より、国家の平安を祈念して、諸国に

建立された勅願寺のひとつです。薩摩

国分寺の創建は奈良時代後期ごろとさ

れています。

　昭和 19 年（1944）に塔跡が国の史

跡に指定され、昭和 51 年（1976）に

寺跡が国の史跡に追加指定されました。

薩摩国分寺

中門

金堂跡

　薩摩川内市国分寺町大都字下台に

あり、市街地の北方、国分台地と称

される洪積台地の南端に位置します。

同じ台地には、方 6町の国府が想定

され、その東に隣接する 2町四方が

国分寺跡とされます。

薩摩国分寺跡

1 町：約 109ｍ

　僧寺の北東約 1キロの中郷町鶴峯に瓦を焼いた 2基の窯が

あります。トンネル状の登り窯で、創建時の瓦が焼かれてい

ました。1号窯からは焼成中の丸瓦と平瓦が、2号窯からは、

軒丸瓦・軒平瓦・鬼瓦などの特殊瓦が発見されました。ほか

にも 8世紀前半の須恵器窯が発見されています。

鶴峯窯跡

うど あざ しもだい

こうせき

こくふ

国府：国の役所

つるみね　　 かま　 あと

すえき　よう

しょうむてんのう　みことのり

こっか　　へいあん　きねん　　　　　 しょこく

こんりゅう　　　ちょくがんじ

そうけん

とうあと

しょうせいちゅう

焼成：窯で焼くこと

とくしゅがわら

き　　かま

　古代薩摩の中心であった川内には、朝廷から派遣された役人が働く薩摩国府、仏教文化の象徴である

薩摩国分寺がありました。鹿児島県内には 2箇所、霧島市に大隅国分寺がありました。

こだいさつま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうてい　　　はけん　　　　　やくにん　はたら　さつまこくふ　　ぶっきょうぶんか　しょうちょう

きりしまし　　おおすみこくぶんじ



※薩摩国分寺においては
　発掘されておりません鴟尾

し　　び

衾瓦
ふすまがわら

熨斗瓦
の　　し　がわら

面戸瓦
めん　  ど　がわら

衾瓦
ふすまがわら 鳥衾

とり  ぶすま

鬼瓦
おに がわら

平瓦
ひら    がわら

軒平瓦
のき　ひら  がわら

丸瓦
まる    がわら

軒丸瓦
のき　まる    がわら

瓦の種類
かわら　        　しゅ    るい

陽 起 鋸 歯 文
一 見 扁 行 唐 草 文
上  縁  珠  文

外区 （ 2 3 個の珠文）

外区（23個の珠文）

外　区
内　区

蓮子（れんじ）中房

軒丸瓦

軒先瓦細部の名前

軒平瓦

内
　
　
区

のき      さき    かわら   さい    ぶ   な　　まえ

のき　まる　がわら

のき　ひら　がわら

そぶん しゅうえん たい

ちゅうぼう

外　区

複弁八葉
（1葉のみ単弁）

ふくべん　はちよう

（1+8 の蓮子）

複弁八葉
（1葉のみ単弁）

素文 周縁 帯

素文周縁帯

周縁（しゅうえん）

周縁（しゅうえん）

蓮弁（れんべん）

蓮弁（れんべん）

いっけん   へんこう からくさ もん

じょうえんしゅ もん

ようき　　 きょし　もん
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■展示室で展示資料を見て、瓦の名前を入れて完成させよう。
てんじししつ　　　てん じ　 しりょう　　　 み　　　　　かわら　　　なまえ　　　　い　　　　　 かんせい

①

③

②

④

⑤

【こたえ】　①鬼瓦（再建時）　②鬼瓦（創建時）　③鳥ぶすま　④面戸瓦　⑤軒丸瓦（再建時・創建時）　⑥軒平瓦

⑥


